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支那そばゑびすやは、国道 19 号沿いの明科東川手にあるラーメン店で

す。1960 年創業、お陰様で今年 60 年目を迎える事が出来ました。初代店

主の義祖母の時代は、一杯飲み屋だったそうです。二代目店主の義母の代

からラーメン店になりました。そして嫁である私が、三代目店主としてゑ

びすやと義母の味を守って参りました。ゑびすやは代々女性が切り盛りし

てきた店なのです。 

こだわりは自家製麺で、着色料や保存料などの添加物を入れていませ

ん。またスープは国産の鶏ガラ、豚骨、煮干し、昆布、鰹節、椎茸などを

使い、出来る限り自然の素材にこだわって作っています。チャーシューは

75 度位の低温調理で、毎日 10 時間程かけて作っています。何もかも手作

りだからこそ、お客様に安心して召し上がって頂けます。 

ゑびすやの一押しラーメンは昔ながらの懐かしい支那そば、

600 円の醤油ラーメンです。そしてその醤油ラーメンをベースに

した煮干しラーメンや、ねぎそば、鰹が利いた玉節麺などもあり

ます。その他、味噌ラーメンやセットで召し上がって頂くミニ丼

もあります。 

今年になってからの新たな取り組みとして、ご自宅で作って頂

くラーメンセットのテイクアウトや通販を始めました。詳しくは

ゑびすやのホームページをご覧になって頂けたらと思います。 

嫁いで最初の 10 年間は義母の手伝いをしながらラーメン作り 

や商売について教わ 

りました。その時に義母が言っていた言葉が忘れられません。「ゆう

ちゃん、商売は自分一人でやるんじゃない、お客様や業者さん、家族、

大勢の人からいろいろ教わったり、支えて頂くからやれるんだよ」と

いう言葉です。義母亡き後、店を引き継いで 20 年の節目である今年、

コロナ禍という状況になりました。今年ほど、義母の言葉が心に沁み

る年はありませんでした。 

大勢の方々に長い間支えて頂いたからこそ、今のゑびすやがあり

ます。これからは皆様に助けて頂いた恩返しが少しでも出来る様に、

感謝の想いを込めて、一杯一杯ラーメンを作っていきたいと思って

います。この大好きな明科の地で。 

今後ともどうぞ宜しくお願い致します。 

明科支所：☎62-3001(代表) / 明科公民館：☎62-4605 

安曇野市明科中川手６８２４番地１ 

令和２年１１月１９日 発行 No. 62 

回覧 

支那そば ゑびすや 
店主 久保田 優子 第04回  支那そば ゑびすや 

支那そば ゑびすや 
 
安曇野市明科東川手 464 
TEL: 0263-62-2345 

HP: http://yebisuya1960.net 
OPEN: 昼 11:00-14:00 / 定休日: 日･月･火 
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11 月も半ばになるときのこのシーズンは終わりになる。

私は 20年近くきのこ採りを楽しんでいるが、今年は不作で

あった。8月、9月の少雨と不順な天候によるものと思われ

るが、近年の松枯れ被害もきのこの収穫量に大きな影響を

及ぼしていることは間違いない。 

松林は標高 1,000m以下の里山に分布し、発生するきのこ

はマツタケ、アミタケ、ショウゲンジ（コムソウ）、クロカ

ワ（ウシビテ）など種類も多い。秋の柔らかな木漏れ日のな

かで、里山を散策しながらマツタケを発見した時の喜びは

ひとしおだ。ところが最近その喜びは減ってきている。さ

らに最近のきのこ採りは危険を伴うものになりつつある。

倒木被害が至るところで発生しているのだ。市道や林道を

車で走ると松枯れで倒れた松が道をふさいでいることがま

まある。走行中の乗用車や民家に直撃した被害もあるよう

だ。きのこ採りをしていると風もないのに枯れた松が倒れ

てくることがある。こうなるときのこ採りも命がけだ。す

でに高齢になった私には惜しくもない命だが、木の下敷き

になって死ぬ場合はマツタケを握りしめてあの世へ行きた

いものだと馬鹿なことを考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松枯れ（マツ材線虫病）は 1900年代はじめに長崎県で発

生して以来徐々に増え続けてきた。安曇野市では平成 12年

に被害が確認されてから年々増え続け、平成 25年をピーク

に微減に転じている。減ってきたのは行政の対策が功を奏

したからではない。松枯れで松そのものが減っているから

被害も減少しているのだ。現在までの被害量は約76,000㎥。

よくわからない数字だが、40～45 坪の木造家屋が約 2,500

棟消滅したという計算になるらしい。➚ 

明科コラム 
第５回  

総被害量のうち、明科はほぼ半分の 49％にのぼる。潮沢、

長峰山、田沢にかけての東山山麓一帯に松が集中している

ためで、豊科を含めると 70％を超える。明科支所から見る

長峰山一帯の松枯れは惨憺たるものだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長峰周辺だけでなく押野山の被害も大きい。5月初旬に荻

原城址を囲碁友だちのОさんに案内していただいた。山菜

の時期でタラの芽、うどなどを採りながら散策していると

「昔はマツタケが沢山採れたけどね。」とОさんは言う。 

「えっ、松の樹なんてどこにもないじゃないか。」と尋ねる

と 6 年ほど前松枯れの被害対策としてすべての松が伐採 

されたそうだ。これは「更新伐」と言って枯損木を含むアカ

マツを伐採し、他の樹種に更新する被害対策の一環だと 

いう。確かに県道大町明科線から見る押野山には松が  

ほとんどない。 

私はこのことを聞いて暗澹たる気分になった。薬剤散布

や樹幹注入などで松林を守ることは良い。しかし、更新伐

によって松林を消滅させることはどうなのか、疑問に思う。

松がなくなれば、松と共生しているきのこはなくなり、す

でに絶滅危惧種になっているマツタケは食べられなくなる

ということも疑問を呈する理由の一つだ。 

もう一つの理由として、松は古来から続く日本文化を象

徴する樹木であるということだ。 

新年には松飾りを作り、門松を立て正月を祝う。竹、梅を

加えた「松竹梅」はめでたいものとされ、慶事に用いられ

る。七五三の千歳あめには松竹梅が描かれる。料理屋の品

書きでは松が一番格上である。また、能の背景に必ず描か

れ、謡曲、地歌にも松を冠した曲は数多い。盆栽や➚ 

松林のマツタケ 

松枯れで伐採された松 

「 松枯れときのこ 」 
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庭木としてもポピュラーである。保安林として砂防、災害 

予防、風致保存に役立っている。 

そして、松のある景観は日本の象徴的な風景である。高

原のリゾート地を囲む松林、海岸の砂浜に連なる松林は何

と美しいことか。日本三景である松島と天橋立には松はな

くてはならないキャストである。 

このように日本文化に根付いた松をなくして良いわけが

ない。私がきのこ採りができなくなるという小さな問題で

はないのだ。 

 

静岡市の三保の松原は世界遺産である富士山の構成資産

である。ここでも松枯れが発生したが、行政と住民が一体

となって樹木一本一本に樹幹注入を行い、松原を整備、保

存しているとのことだ。松林の再生は困難かも知れないが、

やってできないことはないと思う。 

最近では病気になりにくい「抵抗性松」が作られている

ということも聞く。「抵抗性松」を植林することも一つの再

生方法である。松の文化がいつまでも継承されることを願

ってやまない。（明科公民館長 安井邦夫） 

明 科コラム  松枯れときのこ 

新型コロナウイルスの影響により、下記のイベント等は 

中止・変更となる場合があります。最新情報については、 

明科公民館(☎62-4605)までお問い合わせください。 
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日 時： １１月２５日(水) 午前１０時～正午 

会 場： 明科公民館 講堂 

講 師： 斉藤 雄太（安曇野市役所 環境課職員） 

参加費： 無料 

申込み： 不要 

共 催： 明科いいまちつくろうかい!! 

安曇野の豊かな水資源は、あらゆる生命を育み、わたしたちの暮ら

しを支えています。この講座では、水資源と地下水のしくみや特徴

を知り、安曇野に流れる水を守るための学習を行います。 

当日は、市内を流れる地下水を示した模型の展示や、名水百選 

ＰＲ動画など、水に関する動画を上映します。 

明 科 の 魅 力 再 発 見 講 座  

川端康成、井上靖、東山魁夷が安曇野を訪れて今年で５０年を 

迎えます。３人のうち最も明科と関わりのあったのが東山魁夷です。

魁夷と明科のつながりはどのようなものだったのでしょうか。講座に   

併せて明科高校に寄贈された石版画、書籍等の展示会も開催し、

交流の経緯を探ります。どうぞ、おでかけください。 

日 時： １２月１７日(木) 午前１０時～正午 

会 場： 明科公民館 講堂 

講 師： 安井 邦夫（明科公民館 館長） 

参加費： 無料 

申込み： 不要 

その他： 関係資料やパネルを１２月１５日(火)から１８日(金)に 

   かけて明科公民館ロビーで展示します。 

82 
童謡は「心のふるさと」とも言われ、折に触れ口ずさむと懐かしい思

い出がよみがえってきます。そんな童謡をみんなで歌いませんか？

コロナ対策のため大きな声は出せませんが、鼻歌でも十分楽しめる

よう講師の先生にお願いしました。ぜひお出かけください。 

日 時： １２月２２日(火) 午前１０時～正午 

会 場： 明科公民館 講堂 

講 師： 山田 真治さん（松本短期大学 音楽科教授） 

参加費： ３００円（お茶請け代） 

申込み： 不要 

その他： コロナ対策で換気をします。暖かな服装でお越し 

ください。また、マスク着用をお願いします。 

自分で生けたお花を部屋に飾って新しい年を迎えませんか。初心

者の方も経験者の方も大歓迎！楽しく生けてみましょう。 

日 時： １２月２５日(金) 午前１０時～１１時３０分 

会 場： 明科公民館 創作室 

講 師： 細川 留美子さん 

参加費： ２５００円（受講料・花代を含む） 
定 員： 先着１０人 

対 象： 市内在住または在勤の人 

持ち物： 花器、剣山、花ばさみ、新聞紙、タオル 

  （※花器や剣山のない方は申込み時にその旨を 

お知らせください。） 

申込み： １２月１４日（月）・１５日（火）に明科公民館へ 

お電話ください（℡62-4605）。受付は午前９時～午後５時。 

とってもだいじな水の話 
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・コロナの飛沫感染対策のため、あまりしゃべらないようにしています。家では

黙々と晩酌、食事をし猫とともに自室にひきこもっています。妻とはジェスチャー

や LINEで意思疎通を図っています。離婚前の夫婦のようです。（や） 

・食欲の秋です。食と言えば最近 GoToEat食事券が発売され始めましたね。

県内での外食に使える食事券で、１万円で１２,５００円分の券がついてきま

す。各地の郵便局窓口で購入できます。使用期限は３月末までと長め。見た感

じ多くの飲食店で使え、１Ｐ目の「ゑびすや」さんでも使えます！感染予防しな

がらおトクに外食しましょう！数に限りがあるので購入はお早めに！(ふ) 

編集後記 

家庭の日  

10月 31日（土）、11月 1日（日）の 2日間に

わたり明科公民館で明科地域文化祭が開催されま

した。今回はコロナ禍のため、開催予定を 2 日間に

短縮し、芸能発表会も中止して縮小気味での開催

となりました。 

主催者側としては、例年通りにはいかないもどか

しさはありましたが、地域住民が日頃の成果を発表

する「お楽しみサロン」では多数の団体が参加   

され、ピアノ、舞踊、詩吟、ダンスなどさまざまな発表

があり、文化祭を盛り上げていただきました。2 日目

は晩秋コンサートも行われ、約 60 人の来場があり

ました。ロビーや２階会議室では、木彫、書道、工芸

など住民のみなさんの力作が展示され、多くのみな

さんが熱心に見入っていました。 

来場者は 2 日間で約 400 人と例年より少なめ

でしたが、華やかな文化祭になったと思います。  

来年はいつものような文化祭が開催されることを 

願います。 

明科図書館長 
青木 泰治 

前号で、明科図書館について書かせていただいた後、図書館に来ていただく

方が増えてきたように思います。たいへん嬉しいです。 

明科図書館の利用者層は、60 歳以上が 28％、7～12 歳が 21％、続いて 40

～49 歳が 16％となっています。嬉しいのは、幼児や小学生の皆さんとその親

御さんの利用が多いことです。子供たちが本に親しんでくれている姿は、将来

に渡って本や読書を心の友としてくれるだろうと思えるからです。小学生の皆

さん、学校にはない本がありますから、図書館に来てください。 

新しい本や話題の本が増えました。「明科の宝」は新聞でも紹介されましたが、

とても分かりやすく見やすい本です。「安曇野市の歴史文化遺産再発見事業実行

委員会」が編集し、明科地域についての歴史や民俗、考古等がコンパクトに  

まとめられています。貸し出しできますので、是非見てほしい本です。 

秋の夜長に読書は最適。図書館を暖かくして皆さんのご来館をお待ちしてい

ます。 


